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東京都千代田区丸の内一丁目5番1号 

お問合わせ先 

TEL 03-5219-5947 

（受付時間 営業日の9:00～17:00） 

https://www.franklintempleton.co.jp 

 

 

◇当ファンドの仕組みは、次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 

信 託 期 間 無期限（2003年６月30日設定） 

運 用 方 針 

主として豪ドル建の公社債に投資を行い、信

託財産の成長と毎月の安定した分配を目指

します。 

主要運用対象 

当ファンド 

｢フランクリン・テンプルト

ン・豪ドル債券マザーファン

ド」の受益証券を主要投資対

象とします。 

フランクリン・ 

テンプルトン・ 

豪 ド ル 債 券 

マザーファンド 

主として豪ドル建の国債、州

政府債、国際機関債、社債、

モーゲージ証券及び資産担

保証券等を主要投資対象と

します。 

組 入 制 限 
外貨建資産への実質投資割合には制限を設

けません。 

分 配 方 針 

決算日（原則として毎月10日。休業日の場合

は翌営業日）に、収益分配方針に基づいて分

配を行います。 

 
 

 
 

運用報告書（全体版) 
 

第252期 決算日 2024年７月10日 

第253期 決算日 2024年８月13日 

第254期 決算日 2024年９月10日 

第255期 決算日 2024年10月10日 

第256期 決算日 2024年11月11日 

第257期 決算日 2024年12月10日 
 

－ 受益者のみなさまへ － 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて､「フランクリン・テンプルトン・オーストラリア
毎月分配型ファンド｣は、2024年12月10日に第257期の
決算を行いましたので、第252期、第253期、第254期、
第255期、第256期、第257期の運用状況と収益分配金を
ご報告申し上げます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げ
ます。 
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○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

228期(2022年７月11日) 5,045 15 △1.6 98.0 2.6 42,128 

229期(2022年８月10日) 5,167 15 2.7 97.6 1.6 42,774 

230期(2022年９月12日) 5,286 15 2.6 97.8 0.7 43,437 

231期(2022年10月11日) 4,853 15 △7.9 98.2 0.2 39,496 

232期(2022年11月10日) 4,964 15 2.6 97.8 0.8 40,063 

233期(2022年12月12日) 5,010 15 1.2 98.2 0.5 40,093 

234期(2023年１月10日) 4,850 15 △2.9 97.6 △0.3 38,632 

235期(2023年２月10日) 4,882 15 1.0 98.3 △0.3 38,578 

236期(2023年３月10日) 4,786 15 △1.7 98.6 △0.7 37,657 

237期(2023年４月10日) 4,838 15 1.4 97.9 △2.2 37,819 

238期(2023年５月10日) 4,929 15 2.2 98.5 △0.1 38,265 

239期(2023年６月12日) 4,938 15 0.5 97.9 0.7 38,299 

240期(2023年７月10日) 4,909 15 △0.3 98.3 0.3 38,220 

241期(2023年８月10日) 4,944 15 1.0 98.5 － 38,238 

242期(2023年９月11日) 4,919 15 △0.2 98.4 △0.0 37,854 

243期(2023年10月10日) 4,925 15 0.4 98.4 － 37,506 

244期(2023年11月10日) 4,920 15 0.2 98.5 － 37,239 

245期(2023年12月11日) 4,961 15 1.1 99.2 － 36,933 

246期(2024年１月10日) 5,090 15 2.9 98.2 － 37,399 

247期(2024年２月13日) 5,117 15 0.8 98.5 － 36,679 

248期(2024年３月11日) 5,147 15 0.9 98.2 － 36,529 

249期(2024年４月10日) 5,300 15 3.3 98.7 － 37,017 

250期(2024年５月10日) 5,341 15 1.1 98.4 － 36,876 

251期(2024年６月10日) 5,370 15 0.8 98.1 － 36,479 

252期(2024年７月10日) 5,636 15 5.2 98.6 － 37,961 

253期(2024年８月13日) 5,135 15 △8.6 98.5 － 34,076 

254期(2024年９月10日) 5,084 15 △0.7 98.5 － 33,482 

255期(2024年10月10日) 5,272 15 4.0 97.7 － 34,589 

256期(2024年11月11日) 5,237 15 △0.4 98.7 － 34,157 

257期(2024年12月10日) 5,116 15 △2.0 98.7 － 33,019 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。  

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、「債券組入比率」「債券先物比率」は実質比率を記載しております。  

（注） 債券先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） 市場に広く認知されているベンチマーク等で、当ファンドのリスク特性を正確に反映する指標が見当たらないため、現状では、当ファ

ンドの収益率およびリスク特性を特定のベンチマーク等と比較しておりません。 
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○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 

第252期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2024年６月10日 5,370 － 98.1 － 

６月末 5,563 3.6 98.5 － 

(期  末)     

2024年７月10日 5,651 5.2 98.6 － 

第253期 

(期  首)     

2024年７月10日 5,636 － 98.6 － 

７月末 5,217 △7.4 97.8 － 

(期  末)     

2024年８月13日 5,150 △8.6 98.5 － 

第254期 

(期  首)     

2024年８月13日 5,135 － 98.5 － 

８月末 5,236 2.0 97.6 － 

(期  末)     

2024年９月10日 5,099 △0.7 98.5 － 

第255期 

(期  首)     

2024年９月10日 5,084 － 98.5 － 

９月末 5,265 3.6 96.8 － 

(期  末)     

2024年10月10日 5,287 4.0 97.7 － 

第256期 

(期  首)     

2024年10月10日 5,272 － 97.7 － 

10月末 5,249 △0.4 98.0 － 

(期  末)     

2024年11月11日 5,252 △0.4 98.7 － 

第257期 

(期  首)     

2024年11月11日 5,237 － 98.7 － 

11月末 5,133 △2.0 98.9 － 

(期  末)     

2024年12月10日 5,131 △2.0 98.7 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。  

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、「債券組入比率」「債券先物比率」は実質比率を記載しております。  

（注） 債券先物比率は買建比率－売建比率。 
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○運用経過  

 作成期間中の基準価額等の推移 (2024年６月11日～2024年12月10日)

 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2024年６月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当作成期の当ファンドのパフォーマンス（騰落率）は、マイナス（分配金再投資ベース）となり

ました。 

公社債利金を手堅く確保したほか、公社債損益がプラスとなりました。一方、為替損益について

は、豪ドル・円相場が豪ドル安・円高となったことからマイナスとなりました。 
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 投資環境 (2024年６月11日～2024年12月10日)
 
当作成期のオーストラリア債券市場は、利

回りが前作成期末比ほぼフラットとなりま
した。 
期の前半は、豪消費者物価指数（CPI）の伸

びが市場予想を上回ったことから、オースト
ラリア準備銀行（RBA）の利上げ観測が強まっ
たため、利回りは上昇（価格は下落）しまし
た。しかし、その後は2024年７月末に開催さ
れた米連邦公開市場委員会（FOMC）において、
次回９月の会合で米連邦準備制度理事会
（FRB）が利下げを実施する可能性が示唆さ
れたことや、軟調な米国雇用統計を受けFRB
が年内に大幅な利下げに踏み切るとの観測
が強まったため、米国国債利回りが低下（価
格は上昇）するとオーストラリアの債券利回
りも低下しました。 
期の半ばは、オーストラリアの堅調な雇用統計や小売売上高などを受けて、RBAの利下げ期待が

後退したため、利回りは上昇しました。 
期の後半は、米国でトランプ氏が大統領選挙で勝利し、経済政策の転換が財政赤字拡大やインフ

レ高進につながるとの見方が強まり、米国国債利回りが上昇したことから、オーストラリアの債券
利回りも上昇しました。しかし、その後は、トランプ次期米大統領が著名投資家ベッセント氏を財
務長官に指名したことを受け、米国の財政状況が懸念されていたよりも悪化しないのではとの見方
が市場で浮上したことから、米国国債利回りが低下するとオーストラリアの債券利回りも低下しま
した。 
社債セクターについては、社債スプレッド（国債に対する上乗せ利回り）が縮小したため、社債

利回りは前作成期末対比で低下しました。 
 
当作成期の豪ドル・円相場は、豪ドル安・

円高となりました。 
期の前半は、豪CPIが市場予想を上回った

ことや、RBAが理事会の議事要旨でインフレ
抑制のために追加利上げが必要かどうかを
検討したと明らかにしたことから、豪ドルは
対円で上昇しました。しかし、その後は2024
年７月末の日銀の金融政策決定会合で利上
げが実施され、その後の会見では植田日銀総
裁が追加利上げについて言及したことから、
豪ドルは対円で下落しました。 
期の半ばは、堅調な豪雇用統計などを背景

に、豪ドル高・円安が進みました。また、日
本の石破首相が植田日銀総裁との会談後、現
在は追加の利上げをするような環境にはな
いとの見解を示したことが伝わり、日銀が利
上げを急がないとの見方が市場で広まったことも、豪ドル高・円安の要因となりました。 
期の後半は、東京都区部CPIが市場予想を上回ったことで、12月に日銀が利上げに踏み切るので

はないかとの思惑が強まったことから、豪ドル安・円高が進みました。  
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 当ファンドのポートフォリオ (2024年６月11日～2024年12月10日)
 

当ファンドは豪ドル建ての国債、州政府債、国際機関債、社債、モーゲージ証券および資産担保

証券等を主要投資対象とする「フランクリン・テンプルトン・豪ドル債券マザーファンド」受益証

券に投資を行い、長期的に安定した利金（インカム）収入が期待できるポートフォリオの運用を行

いました。当ファンドは原則としてA-/A3格以上の格付けの公社債へ投資し、信用リスクの抑制を

図る等、安定的な運用を目指しております。当作成期においては、金融債、リート・セクター等を

中心とした社債を引き続き厚めとしました。金融債の組み入れにおいては、大手金融機関が発行す

る流動性・信用力が相対的に高い債券が組み入れの中心となっています。また、ポートフォリオ全

体の平均格付けは引き続き高位に保ちました。 

 

 分配金 (2024年６月11日～2024年12月10日)
 

分配金につきましては、以下の通りとさせていただきました。なお、収益分配に充当しなかった

利益につきましては信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づき運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第252期 第253期 第254期 第255期 第256期 第257期 

2024年６月11日～ 
2024年７月10日 

2024年７月11日～ 
2024年８月13日 

2024年８月14日～ 
2024年９月10日 

2024年９月11日～ 
2024年10月10日 

2024年10月11日～ 
2024年11月11日 

2024年11月12日～ 
2024年12月10日 

当期分配金 15  15  15  15  15  15  

(対基準価額比率) 0.265％ 0.291％ 0.294％ 0.284％ 0.286％ 0.292％ 

 当期の収益 15  9  8  14  9  8  

 当期の収益以外 －  5  6  0  5  6  

翌期繰越分配対象額 205  199  193  192  187  180   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

当ファンドは、豪ドル建の国債、州政府債、国際機関債、社債、モーゲージ証券および資産担保

証券等を主要投資対象とするファンドです。引き続き、市場環境に注視しながら、組入債券の信用

リスク、金利リスク等に配慮しつつ銘柄を厳選し、運用に注力していく所存です。 
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○１万口当たりの費用明細 (2024年６月11日～2024年12月10日) 

項 目 
第252期～第257期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 36  0.689  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (17)  (0.331)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (18)  (0.336)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.022)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.011   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 0)  (0.005)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 等 費 用 ） ( 0)  (0.004)  印刷等費用は、印刷業者等に支払う法定書類の作成、印刷、交付および届出に 
係る費用 

 合 計 37   0.700    

作成期間の平均基準価額は、5,277円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料およ

び有価証券取引税を除く。）を作成期間中の平均受益権口数に作成期間中の平均基準価額（１口当

たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.39％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2024年６月11日～2024年12月10日) 

 

銘 柄 
第252期～第257期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
フランクリン・テンプルトン・豪ドル債券マザーファンド 105,771 340,456 931,469 2,980,970 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年６月11日～2024年12月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第二種金融商品取引業を兼業している投資信託委託会社の自己取引状況 (2024年６月11日～2024年12月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2024年６月11日～2024年12月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2024年12月10日現在) 

 

銘 柄 
第251期末 第257期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

フランクリン・テンプルトン・豪ドル債券マザーファンド 11,395,236 10,569,537 33,153,468 
 
（注） 単位未満は切捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2024年12月10日現在) 

項 目 
第257期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

フランクリン・テンプルトン・豪ドル債券マザーファンド 33,153,468 99.9 

コール・ローン等、その他 21,828 0.1 

投資信託財産総額 33,175,296 100.0 
 

（注）評価額の単位未満は切捨て。 

（注） フランクリン・テンプルトン・豪ドル債券マザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（38,056,971千円）の投資信託

財産総額（38,370,202千円）に対する比率は99.2％です。 

（注）外貨建資産は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、12月10日における邦貨換

算レートは1オーストラリアドル=97.43円です。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第252期末 第253期末 第254期末 第255期末 第256期末 第257期末 

2024年７月10日現在 2024年８月13日現在 2024年９月10日現在 2024年10月10日現在 2024年11月11日現在 2024年12月10日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 38,129,480,193   34,243,854,814   33,642,861,381   34,777,198,177   34,372,839,670   33,175,296,701   

 フランクリン・テンプルトン・豪ドル債券マザーファンド(評価額) 38,105,623,628   34,222,379,576   33,617,819,362   34,727,108,807   34,296,924,135   33,153,468,753   

 未収入金 23,856,565   21,475,238   25,042,019   50,089,370   75,915,535   21,827,948   

(B) 負債 167,549,879   167,102,845   160,469,877   187,722,644   215,609,003   155,673,214   

 未払収益分配金 101,029,650   99,543,353   98,789,122   98,421,786   97,836,158   96,813,347   

 未払解約金 23,856,565   21,475,238   25,042,019   50,089,370   75,915,535   21,827,948   

 未払信託報酬 42,287,868   45,692,591   36,324,041   38,775,354   41,453,812   36,687,257   

 その他未払費用 375,796   391,663   314,695   436,134   403,498   344,662   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 37,961,930,314   34,076,751,969   33,482,391,504   34,589,475,533   34,157,230,667   33,019,623,487   

 元本 67,353,100,527   66,362,235,667   65,859,415,290   65,614,524,339   65,224,105,881   64,542,231,384   

 次期繰越損益金 △29,391,170,213   △32,285,483,698   △32,377,023,786   △31,025,048,806   △31,066,875,214   △31,522,607,897   

(D) 受益権総口数 67,353,100,527口 66,362,235,667口 65,859,415,290口 65,614,524,339口 65,224,105,881口 64,542,231,384口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 5,636円 5,135円 5,084円 5,272円 5,237円 5,116円 
 
＜注記事項＞ 

（注）元本の状況 

当作成期首元本額 67,928,445,277円 

当作成期中追加設定元本額 640,067,451円 

当作成期中一部解約元本額 4,026,281,344円 

作成期末における１口当たりの純資産額は0.5116円です。 

（注）元本の欠損 

純資産総額が元本額を下回っており、その差額は31,522,607,897円であります。 
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○損益の状況 

項 目 
第252期 第253期 第254期 第255期 第256期 第257期 

2024年６月11日～ 
2024年７月10日 

2024年７月11日～ 
2024年８月13日 

2024年８月14日～ 
2024年９月10日 

2024年９月11日～ 
2024年10月10日 

2024年10月11日～ 
2024年11月11日 

2024年11月12日～ 
2024年12月10日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 有価証券売買損益 1,933,809,109   △ 3,181,004,163   △   200,809,726   1,365,315,712   △    86,642,649   △   646,632,824   

 売買益 1,944,973,664   31,465,138   4,430,105   1,376,147,092   1,025,334   4,101,448   

 売買損 △    11,164,555   △ 3,212,469,301   △   205,239,831   △    10,831,380   △    87,667,983   △   650,734,272   

(B) 信託報酬等 △    42,663,664   △    46,084,254   △    36,638,736   △    39,211,488   △    41,857,310   △    37,031,919   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 1,891,145,445   △ 3,227,088,417   △   237,448,462   1,326,104,224   △   128,499,959   △   683,664,743   

(D) 前期繰越損益金 △ 4,162,139,368   △ 2,334,578,282   △ 5,585,690,931   △ 5,833,094,700   △ 4,563,596,821   △ 4,703,033,034   

(E) 追加信託差損益金 △27,019,146,640   △26,624,273,646   △26,455,095,271   △26,419,636,544   △26,276,942,276   △26,039,096,773   

 (配当等相当額) (   1,376,471,632)  (   1,356,309,718)  (   1,317,082,543)  (   1,266,542,531)  (   1,255,442,204)  (   1,208,801,187)  

 (売買損益相当額) (△28,395,618,272)  (△27,980,583,364)  (△27,772,177,814)  (△27,686,179,075)  (△27,532,384,480)  (△27,247,897,960)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) △29,290,140,563   △32,185,940,345   △32,278,234,664   △30,926,627,020   △30,969,039,056   △31,425,794,550   

(G) 収益分配金 △   101,029,650   △    99,543,353   △    98,789,122   △    98,421,786   △    97,836,158   △    96,813,347   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) △29,391,170,213   △32,285,483,698   △32,377,023,786   △31,025,048,806   △31,066,875,214   △31,522,607,897   

 追加信託差損益金 △27,019,146,640   △26,653,520,409   △26,500,943,099   △26,423,387,664   △26,310,973,754   △26,081,113,548   

 (配当等相当額) (   1,376,555,868)  (   1,327,138,105)  (   1,271,269,794)  (   1,262,957,231)  (   1,221,571,829)  (   1,166,821,824)  

 (売買損益相当額) (△28,395,702,508)  (△27,980,658,514)  (△27,772,212,893)  (△27,686,344,895)  (△27,532,545,583)  (△27,247,935,372)  

 分配準備積立金 4,891,882   －   －   －   －   －   

 繰越損益金 △ 2,376,915,455   △ 5,631,963,289   △ 5,876,080,687   △ 4,601,661,142   △ 4,755,901,460   △ 5,441,494,349   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。  

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一部を委託するために要する費用として、委託者報酬のうち販売会社へ支払う手数料を除

いた額の100分の96相当額を支払っております。 

＜分配金の計算過程＞ 

決  算  期 第252期 第253期 第254期 第255期 第256期 第257期 

 円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益(費用控除後) 105,921,532 65,481,934 52,941,294 94,670,666 63,804,680 54,796,572 

(B) 有 価 証 券 売 買 等 損 益 
(費用控除後、繰越欠損金補填後) 

0 0 0 0 0 0 

(C) 収 益 調 整 金 1,376,555,868 1,356,384,868 1,317,117,622 1,266,708,351 1,255,603,307 1,208,838,599 

(D) 分 配 準 備 積 立 金 0 4,814,656 0 0 0 0 

分配対象収益額(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 1,482,477,400 1,426,681,458 1,370,058,916 1,361,379,017 1,319,407,987 1,263,635,171 

(１万口当たり収益分配対象額) (          220) (          214) (          208) (          207) (          202) (          195) 

収 益 分 配 金 101,029,650 99,543,353 98,789,122 98,421,786 97,836,158 96,813,347 

(１万口当たり収益分配金) (           15) (           15) (           15) (           15) (           15) (           15) 
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○分配金のお知らせ  

 第252期 第253期 第254期 第255期 第256期 第257期 

１万口当たり分配金（税込み） 15円 15円 15円 15円 15円 15円 
 
◇分配金をお支払いする場合 

分配金は決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◇分配金を再投資する場合 

お手取り分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰入れて再投資いたします。 

◇分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により普通分配金と元本払戻金（特別分配

金）にわかれます。分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は全額普通分配金となります。 

分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分に相当する金額が元本払戻金（特別分配金）、残

りの部分が普通分配金となります。 

◇元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金

（特別分配金）を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

＜お知らせ＞ 

 

該当事項はございません。 
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